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【「スペース生産性」の帳票出力 (計算式項目の使用方法)】 
「尺あたりのスペース生産性」を帳票出力したいのですが、該当項目が見当たりません。 

 

→帳票に出力項目がなくても、お客様の用途に応じて任意の計算式項目を登録し、「計算式項目」として帳票に出力することが可能

です。 

事前に計算式を登録し、帳票出力設定時に登録した計算式項目を選択します。 
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1. 本書の計算式登録例について 

本書では、例として「棚幅 30cmあたりの生産性を算出する計算式」を登録する手順と、登録した計算式項目を帳票出力で利用する手順

を説明します。 

 

2. 計算式の登録 
本書では、例として「棚幅30cmあたりの生産性を算出する計算式」を登録します。 

GXではゴンドラ幅の単位はmmとなります。1尺を300mmとして計算しますので、登録する計算式は 

棚幅30cmあたりの生産性 =「売上金額(POS1)÷陳列スペース×300」 

となります。 
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2.1. 計算式設定までの手順 

(1)  [ユーザー環境設定画面]にて、ツリーメニューから[全般]-[分析条件設定]-[計算式登録]をクリックしてください。 

 

 

[計算式登録]を 

クリックしてください 



 4

(2) 表示内容が[計算式登録]に変わります。[追加]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

[追加]ボタンを 

クリックしてください 
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(3) [計算式登録画面]が表示されます。 

計算式に名称を付け、[項目名]に入力してください。ここでは「スペース生産性」という名称で登録します。 

 

 

[項目名]を入力 

してください 
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(4) 「スペース生産性」の計算式を設定します。[売上金額]-[POS1]を選択してください。 

 

 

 

[POS1]を 

選択してください 
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(5) [計算式]に[売上金額(POS1)]が登録されました。次に [ / ] ボタンをクリックしてください。 

 

「 / 」は、「÷」の意味となります。 
 

 

[/]ボタンをクリック 

してください 

 

[売上金額(POS1)]が

登録されました 
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(6) [計算式]に [ / ] が登録されました。次に[陳列スペース]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

[陳列スペース]ボタン 

をクリックしてください  
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(7) [計算式]に[陳列スペース]が登録されました。ここでは、30cmあたりの「スペース生産性」を計算するために、「300(mm)」をかけます。

[ * ]ボタンをクリックしてください。 

 

「 * 」は、「×」の意味となります。 

 
[*]ボタンをクリック

してください 

 



 10 

(8) 続いて「300」となるよう[ 3 ]ボタン、[ 0 ]ボタン、[ 0 ]ボタンとクリックしてください。 

 

GXのゴンドラでは幅の単位はmmとなります。1尺を 300mmとして計算しています。 

 

[3]ボタンをクリック 

してください 

  

[0]ボタンを2回 

クリックしてください 
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(9) 計算式に、「売上金額(POS1) / 陳列スペース * 300」と入力されました。[登録]ボタンをクリックしてください。 

 

式は「売上金額(POS1)(円)÷陳列スペース(mm)×300(mm)」の意味となります。 

 

[登録]ボタンをクリック 

してください 
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(10) [ユーザー環境設定画面]に戻ります。計算式一覧に項目名「スペース生産性」とその計算式が登録されました。[設定]ボタンをクリッ

クしてください。 

 

 

 

[設定]ボタンを 

クリックしてください 
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3. スペース単位の設定 
3.1. スペース単位の設定＜一時的な設定＞ 
(1) 本項目の計算式を利用して、棚幅単位での「スペース生産性」を算出するには、分析条件でスペースを扱う際の単位を「幅」と設定する

必要があります。 

 

分析や帳票出力時を実行する前に、設定内容を確認してください。 
※この手順で[スペースの単位]の変更を行うと、編集中モデルを閉じるまでの間、一時的に設定を変更します。 
 

 

[分析条件設定]を 

選択してください 
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(2) [分析条件設定画面]が表示されます。ツリーメニューから[分析条件]-[スペース]をクリックしてください。 

 

 

 

[スペース]を 

クリックしてください 
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(3) 表示内容が[スペース]に変わります。[スペース関連]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

[スペース関連]ボタンを 

クリックしてください 
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(4) [スペース関連設定画面]が表示されます。[スペース単位]の設定が[幅]となっていることを確認してください。 

 

今回の例「棚幅 30cmあたりの生産性」を算出する場合の設定です。 
もし[幅]以外が選択されている場合は、[幅]に変更し[設定]ボタンをクリックしてください。 

 

[幅]が選択されているか 

確認します 
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3.2. スペース単位の設定＜ユーザー環境設定で初期値を設定する＞ 
(1) 本項目の計算式を利用して、棚幅単位での「スペース生産性」を算出するには、スペースの単位を「幅」と設定する必要があります。 

メニュー[システム]-[ユーザー環境設定]を選択してください。 

 

分析や帳票出力時を実行する前に、設定内容を確認してください。 
一括帳票出力などで、今回登録した[スペース生産性]を出力する場合には、ユーザー環境設定にてスペース単位の扱いを「幅」と設定してお
く必要があります。 

 

[ユーザー環境設定]を

選択してください 
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(2) [ユーザー環境設定画面]が表示されます。ツリーメニューから[初期値]-[分析条件設定]-[その他の分析条件]-[スペース]をクリックしてくだ

さい。 

 

 

[スペース]を 

クリックしてください 



 19 

(3) 表示内容が[スペース]に変わります。[スペース関連]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

[スペース関連]ボタンを 

クリックしてください 
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(4) [スペース関連設定画面]が表示されます。[スペース単位]の設定が[幅]となっていることを確認してください。 

 

今回の例「棚幅 30cmあたりの生産性」を算出する場合の設定です。 
もし設定値が[幅]でない場合には、[幅]に変更し[設定]ボタンをクリックしてください。 
※「生産性基準値」は別機能で使用します。本書の計算式項目では使用しません。 

 

[幅]に設定されているか 

確認します 
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4. 棚割モデルでの計算式項目の利用 
4.1. 帳票出力までの手順 

(1) 「スペース生産性」を帳票出力したいモデルを開いてください。 
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(2) モデル編集画面にて、メニュー[帳票]-[分析]-[商品別総合分析表]を選択してください。 

 

ここでは、商品別総合分析表を出力します。他の帳票でも登録した計算式項目を使用することができます。 

 

[商品別総合分析表]を 

選択してください 
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4.2. 帳票への計算式項目出力設定 

(1) [商品別総合分析表画面]が表示されます。[詳細設定]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

[詳細設定]ボタンを 

クリックしてください 
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(2) [商品別総合分析表 - 詳細設定画面]が表示されます。[出力項目]タブをクリックしてください。[項目の種類]を[計算式項目]に変更します。 

 

 

[計算式項目]を 

クリックしてください 

[出力項目]タブを 

クリックしてください 
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(3) [未選択項目]一覧が[計算式項目]の内容に変わり、登録済みの[スペース生産性]が表示されます。[スペース生産性]を選択し、[＞]をクリッ

クしてください。 

 

 

 

[＞]をクリック 

してください 

[スペース生産性]を 

選択してください 
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(4) [選択済項目]に[スペース生産性]が追加されました。その他の[選択済項目]で項目幅や並びなどを必要に応じて調節し、[設定]ボタンをクリ

ックしてください。 

 

 

 

[設定]ボタンを 

クリックしてください 
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(5) [商品別総合分析表画面]に戻ります。[印刷プレビュー画面] で設定通りに項目が選択されているか確認します。[プレビュー]ボタンをクリ

ックしてください。 

 

 

 

[プレビュー]ボタンを 

クリックしてください 
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(6) [印刷プレビュー画面]が表示されます。「スペース生産性」が出力されているか確認してください。印刷出力または、Excelファイルとして

出力しご利用ください。 

 

 

[スペース生産性]が 

出力されました 
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ご 注 意 
□本ソフトウェアおよび本ソフトウェアに付属するマニュアルおよびヘルプ（以降各マニュアルと表記します）の著作権は、 
日本総合システム株式会社にあります。 
□本ソフトウェアおよび各マニュアルの一部または全部を無断で使用、複製することはできません。 
□本ソフトウェアおよび各マニュアルを運用した結果の影響については、いっさい責任を負いかねますのでご了承ください。 
□本ソフトウェアの仕様および各マニュアルの内容は、将来予告なしに変更することがあります。 

 
※ StoreManagerは日本総合システム株式会社の日本における登録商標です。 
※ Tanawariは日本総合システム株式会社の中華人民共和国における登録商標です。 
※ Microsoft, Windows, .NET FrameworkおよびSQL Serverは、米国Microsoft Corporationの、米国およびその他の国における登録商標
です。 

※ OracleとJavaは、Oracle Corporation およびその子会社、関連会社の米国およびその他の国における登録商標です。 
※ Firebirdは、Firebird Foundation Incorporated.の登録商標です。 
※ 文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。 
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